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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　航空電子工学において使用されるシステムの動作状態に関連した光信号装置を管理する
ための方法であって、
　前記光信号装置は、１つ以上の光源要素を有する分岐を複数備えた光源を具備し、
　前記方法は、ある光源の分岐が故障したときのために冗長性の動的管理のための段階を
含み、
　前記冗長性の動的管理のための段階は、前記複数の分岐のうちの１つの分岐を選択した
発光させる段階と、前記発光させる段階において発光させる分岐を切り換える段階とを有
し、
　前記システム内の全ての光源のための、永久的自動検査の段階をさらに含み、
　前記永久的自動検査段階では、各光源に対して、
　光源が点灯している場合、該光源の正確な動作を、該光源の端子に現れる消費電流と電
圧とを検査することにより調べる段階と
　光源が消灯している場合、数マイクロ秒のオーダーの間、該光源に電流を流し、この瞬
間に該光源について電流および電圧が測定される段階と
　が実行されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　航空電子工学において使用されるシステムの動作状態に関連した光信号装置を管理する
ための方法であって、
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　前記光信号装置は、１つ以上の光源要素を有する分岐を複数備えた光源を具備し、
　前記方法は、ある光源の分岐が故障したときのために冗長性の動的管理のための段階を
含み、
　前記冗長性の動的管理のための段階は、前記複数の分岐のうちの１つの分岐を選択した
発光させる段階と、前記発光させる段階において発光させる分岐を切り換える段階とを有
し、
　前記システムの動作状態を動的に管理している間、各光源の異なる分岐は、数ｋＨｚの
オーダーの走査周波数で交互に点灯され、電流／電圧のパラメータは各走査の間に調べら
れ、
　もし全ての分岐に欠陥があるが、開回路でない少なくとも一つの分岐があれば、この（
これらの）分岐は、動作可能であると再度みなされ得ることを特徴とする方法。
【請求項３】
　航空電子工学において使用されるシステムの動作状態に関連した光信号装置を管理する
ための方法であって、
　前記光信号装置は、１つ以上の光源要素を有する分岐を複数備えた光源を具備し、
　前記方法は、ある光源の分岐が故障したときのために冗長性の動的管理のための段階を
含み、
　前記冗長性の動的管理のための段階は、前記複数の分岐のうちの１つの分岐を選択した
発光させる段階と、前記発光させる段階において発光させる分岐を切り換える段階とを有
し、
　前記システムの動作状態を動的に管理している間、各光源の異なる分岐は、数ｋＨｚの
オーダーの走査周波数で交互に点灯され、電流／電圧のパラメータは各走査の間に調べら
れ、
　もし、欠陥が少なくとも一つの分岐にあれば、その間に欠陥の無い他の分岐が点灯され
る周期比率は、光源全体の明るさが変わらない様に変更されることを特徴とする方法。
【請求項４】
　もし、欠陥が分岐内で見つかれば、分岐は、もはや電流を与えられないことを特徴とす
る請求項２または３記載の方法。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の前記方法を利用し、少なくとも一つの光源と、こ
の光源或いはこれらの光源の欠陥を検出する手段とを備える光信号装置において、
　各光源は、各々がｎ個の直列の発光ダイオード（３２）から成る並列のｍ個の分岐（３
１）と、分岐を選択する手段（３３）とを備え、
　ここでｍとｎは、ｍ≧２かつｎ≧１であるような整数であり、
　各光源は、直列にかつ同じ方向に接続されるｎ個の発光ダイオード（３２）のｍ個の分
岐（３１）を有し、これら分岐の一方のｍ個の末端は、共に接続され、これら分岐の他方
の末端は、選択器（３３）の別の入力に接続される発光セット（３０）と、
　制御命令（Ｃ）に対応して、選択された分岐（３１）を出力（Ｓ）へと接続する選択器
（３３）とを備えることを特徴とする装置。
【請求項６】
　各光源に対して、－電力をこの光源（２９）に供給する電流発生器（４０）と、－選択
器（３３）とスイッチ（４２）とを制御し、各分岐（３１）の状態が記憶されるメモリを
含む制御モジュール（４１）と、－選択器（３３）からの出力と電流発生器（４０）への
入力との間で接続されるこのスイッチ（４２）とをさらに備えることを特徴とする請求項
５記載の装置。
【請求項７】
　各光源（２９）とその制御モジュール（４１）とそのスイッチ（４２）とは、一つの箱
（５０）の中に配置されていることを特徴とする請求項６記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明は、特に航空電子工学のための光信号装置の管理方法と、この方法を利用する装置
とに関する。
【０００２】
【従来の技術および発明が解決しようとする課題】
記載を簡略化するために、以下の説明は、一例として本発明を航空電子工学において実現
したものに限定する。
【０００３】
現時点で、発光ダイオードのような、光による信号表示器が、航空機のコクピットにおい
て、操縦士と多分整備作業者に、これらの航空機内にある別のシステムの動作状況につい
て知らせ続けるのに使用される。
【０００４】
主に、動作中に、この種の表示器により出力される情報の損失は、面倒なものであり、さ
らに危険なものであり得る。
【０００５】
従って、操縦士は、通常、これらの表示が正常な動作状態にあるかを、例えば天井パネル
にある表示器のような、所定の組の表示器を、有効に点灯させる検査命令を用いることに
よって調べる。その後、操縦士は、ライン上の欠陥のある光源を取り替える必要がある。
【０００６】
こうして、図１に示した様に、制御ボタン１２によって、信号ＳＶ１，ＳＶ２，ＳＶ３が
ダイオード１１を通って制御するいくつかの光源１０から出来ている信号の組の全ての光
源が同時に点灯され、また操縦士が容易にオフのままの光源を識別できるようになる。
【０００７】
この種の光源の組には、多くの欠点があるが、特に以下のものがある。
－特にこれらの光源が白熱球の場合には、検査中の消費が激しい
－検査の後に故障した光源を検出するのが困難である
－検査の効率が、操作者の用心深さにかかっている。
【０００８】
白熱球を発光ダイオードで置き換えることで、この種の表示器の寿命を延ばすことが出来
る様になった。
【０００９】
また、図２に示される様に、並列／直列回路の中のいくつかの発光装置２０からそれぞれ
が成る光源を、いかに使用するかも知られている。そして、装置２０の欠陥は、光源の欠
陥とはならず、単に明るさが減じられるだけである。この種の装置は、欠陥に対して全く
耐性は無いが、欠陥が起こった場合に、性能を下げた動作モードを持っている。
【００１０】
本発明の目的は、いくらかの欠陥があるときでも、正確な動作を保証することによって、
従来の技術による装置の欠点を克服することのできるシステムの動作状態に関する光信号
装置の管理方法である。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
本発明は、システムの動作状態に関連した光信号装置を管理するための方法であって、前
記光信号装置は、各々がいくつかの光源要素のいくつかの分岐を備えたいくつかの光源を
具備し、前記方法は、ある光源の分岐が故障したときのために冗長性の動的管理のための
段階を含むことを特徴とする方法に関する。
【００１２】
有利なことに、本方法は、全ての光源の永久的自動検査の段階を備える。
検査の段階の間、以下の段階が、各光源に対して実行される。
－もし、光源が点灯していれば、その正確な動作を、その端子に現れる消費電流と電圧と
を検査することにより調べる段階と、
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－もし、光源が消灯していれば、数マイクロ秒の単位の間、電流が流され、この瞬間に電
流／電圧が測定される段階。
【００１３】
動的に管理している間、各光源の異なる分岐は、数ｋＨｚのオーダーの走査周波数で交互
に点灯され、電流／電圧のパラメータは各走査時に調べられる。もし、欠陥が分岐内で見
つかれば、分岐は、もはや電流を与えられない。しかし、もし全ての分岐に欠陥があるが
、開回路でない少なくとも一つの分岐があれば、この（これらの）分岐は、動作可能であ
ると再度みなされ得る。
【００１４】
もし、欠陥が少なくとも一つの分岐で見つかれば、欠陥の無い他の分岐を点灯するための
周期比率（cyclic ratio）は、光源全体の明るさが変わらない様に変更される。
【００１５】
また本発明は、前記処理を利用し、少なくとも一つの光源と、この光源或いはこれらの光
源の欠陥を検出する手段とを持ち、各光源は、各々がｎ個の直列の発光ダイオードから成
る並列のｍ個の分岐と、分岐を選択する手段とを備える、光信号装置に関するものであり
、ここでｍとｎは、ｍ≧２かつｎ≧１であるような整数である。
【００１６】
有利なことに、各光源は、
－直列にかつ同じ方向に接続されるｎ個の発光ダイオードのｍ個の分岐から成り、各分岐
の最初のｍ個の末端は、共に接続され、第２の末端は、選択器の別の入力に接続される発
光セットと、
－制御命令（control order）の機能として、選択された分岐を出力へと接続する、この
選択器と
を備える。
【００１７】
この装置は、有利なことに各光源に関連する以下の回路を備える。
－電力をこの光源に供給する電流発生器と、
－選択器とスイッチとを制御する制御モジュールと、
－選択器の出力と電流発生器の入力との間で接続されるこのスイッチ。
【００１８】
有利なことに、各光源とその制御モジュールとそのスイッチとは、一つの箱の中に含まれ
る。
本発明は、有利なことに、航空電子工学に使用することが出来る。
【００１９】
こうして、本発明による処理において、航空機のコックピット内の全ての光源の永久的自
動検査が試験され、よって操縦士は、もはやこの仕事を実行する必要がない。この種の連
続的な検査によって、操縦士が隠れた欠陥を検出し損なうことはなくなる。さらに、もし
操縦士による目に見える影響が無ければ、従って、操縦士にとっての更なる仕事がなけれ
ば、光源の冗長な構造によって、即時の動的管理が可能になる。
【００２０】
【発明の実施の形態】
本発明による、光信号装置は、以下のものを備える、図３に示すような少なくとも一つの
光源２９を備えている。
－ｎ個の発光ダイオード（ＬＥＤ）３２のｍ個の分岐３１から成る、発光セット３０（こ
こで、ｍ≧２かつｎ≧１）であり、各分岐のｎ個のダイオードは、直列に同じ方向に接続
され、これら分岐３１の最初のｍ個の末端は、共に入力Ｅに接続され、第２の末端は、選
択器３３の異なる入力に接続される。
－この選択器３３は、選択された分岐３１の一つを、制御命令Ｃの機能として、出力Ｓに
接続する。
【００２１】
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光源の入力Ｅと出力Ｓの間で接続される電圧測定装置３４は、この光源の末端における電
圧を決定する。光源２９の出力に接続される電流測定装置３５は、通過する電流の強度に
関する情報を提供する。
【００２２】
図４に示す様に、光源２９に対する電源は、電流発生器４０によって与えられる。制御モ
ジュール４１は、最初にライン４３を通して選択器３３を制御し、その次に、ライン４４
を通してスイッチ４２を制御する。制御モジュール４１は、各分岐３１の動作可能状態あ
るいは動作不能状態を記憶するメモリを含んでいる。外部命令ライン４５上を移送される
、このモジュール４１に対する制御信号は、光源に与えられる従来からの命令（オン／オ
フ）である。報告ライン４６は、この光源２９の状態に関する情報を、例えば警告や保守
の目的で、外部の装置へ提供する。
【００２３】
本発明による処理は、全ての光源２９の動的検査、例えば、航空機のコクピット内の光源
の検査を実行するが、それには、以下のようなものがある。
－もし、光源がオンしていれば、消費電流とこれらの電圧とを定期的に検査することによ
って、動作状態が正しいことを調べるのは容易である。
－もし、光源がオフしていれば、同じ測定原理が使用され、この光源は短い間、電流が流
される。この光源は、その後、公称制御値を考慮しつつ、人間の目が知覚できない数マイ
クロ秒のオーダーの間、電流が流される。
【００２４】
本発明による処理は、また、人間の目が知覚できないように、十分に高い走査周波数で、
選択器３３を用いたり、この光源の異なる分岐３１を交互に選択したりすることから成る
、各光源の冗長性を動的に管理する。
【００２５】
光源の電流／電圧のパラメータは、各走査の間に調べられるであろう。もし欠陥が認めら
れると、関係する分岐には、もう電流が流されず、光源全体の明るさが変わらないように
、他の分岐に対する周期的な点灯比率が変更される。
【００２６】
こうして、本発明による処理は、光源の全体の損失を回避する。また、光源がオンしてい
ないときでも、本発明による処理は、異なる分岐の簡単な制御を実行することによって、
動的検査を継続する。第１の分岐が失われるや否や、予防の保守メッセージが、それにつ
いて知らされる操縦士がいないときに、作り出される。
こうして、光源の２つの可能な状態を考慮して、動作は以下のようになる。
【００２７】
－光源オフ
全ての命令が、外部制御ライン４５に届かない。制御モジュール４１は、スイッチ４２を
開いたり閉じたりして、光源２９に対する電力を十分に短いパルスによって与えるが、こ
れは例えば、光源２９を観察する者に見えない様に、数マイクロ秒のオーダーと間隔とで
与えられる。
【００２８】
各パルスは、選択器３３によって、順番に、分岐３１の内の一つへと切り替えられる。こ
の分岐の末端の電圧と通り透ける電流とを測定するのに使用される。
【００２９】
二つの場合の欠陥が検出し得る（発光ダイオードには、二つの欠陥モードのみがある、す
なわち短い回路と開いた回路とがある）：
－ゼロ電流：回路は開いており、その分岐は、もはや動作できない。動作不能であると考
えられる。
－公称電圧よりも低い電圧；少なくとも一つのダイオードが短絡されている。分岐が、動
作可能であると考えられるか否かは、良好なダイオードの数と分岐内のダイオードの数の
間の比によるが、これは、測定された電圧と公称電圧との間の比に等しい。製造者あるい
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【００３０】
この種の“消灯”動作モードによって、制御モジュール４１は、光源をオンするように切
り替える全ての命令の前に、どの動作可能分岐が“点灯”モードで使用できるかを決定す
ることができる。
【００３１】
－光源オン
点灯の命令は、外部制御ライン４５上に到着した。制御モジュール４１は、スイッチ４２
を閉じて、連続的に光源２９に電流を流す。信号Ｃによって制御される選択器３３は、周
期的に、順番に動作可能分岐３１に電流を流す。
【００３２】
電流を流された各分岐３１に対して、２つの欠陥の例を検出することができる。
－ゼロ電流：回路は開いており、分岐は、もはや動作しない。動作不能であると考えられ
る。
－公称電圧よりも低い電流；少なくとも一つのダイオードが短絡されている；分岐が、動
作可能であると考えられるか否かは、良好なダイオードの数と分岐内のダイオードの数の
間の比によるが、これは、測定された電圧と公称電圧との間の比に等しい。
【００３３】
全ての分岐が動作不能であると言えるが、回路が開いていない分岐が少なくとも一つある
、性能を下げた動作モードとすることが可能である。この場合、件の分岐は、動作可能で
あると再評価されることもあり、光源は、公称動作中よりも低光量を発する。
【００３４】
操作者および／又は保守システムに送られる信号を、報告ライン上に送ることによって、
いかなる欠陥検出が次に続くことも可能である。
【００３５】
図５に示されるそのような一つの有益な実施形態において、光源２９とその制御モジュー
ル４１とスイッチ４２とは、電源ライン５１の無い一つの箱５０の中に集められ、ほとん
ど従来通りの光源の外観を呈する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　従来技術による、二つの装置を示した図である。
【図２】　従来技術による、二つの装置を示した図である。
【図３】　本発明による装置を示した図である。
【図４】　本発明による装置を示した図である。
【図５】　本発明による装置の有益な実施形態を示した図である。
【符号の説明】
１０，２９…光源
１１…ダイオード
１２…制御ボタン
２０…発光装置
３２…発光ダイオード（ＬＥＤ）
３３…選択器
３４…電圧測定装置
３５…電流測定装置
４１…制御モジュール
４２…スイッチ
４５…制御ライン
４６…報告ライン
５１…電源ライン
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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